第３学年４組　理科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　　上矢　佳織
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　　第３理科室

１　単元名　「運動とエネルギー」
２　探究課題「ホバークラフトはなぜ水陸両用であり、高速航行できるのか」
３　単元目標
・ホバークラフトの模型が運動する様子を観察したり、物体に力を加えたとき力が相互に働くことを実験で確認したりする中で、慣性の法則や作用・反作用の法則について理解することができる。　　　　　　　　　　
【習得に関わる目標】
・慣性の法則や作用・反作用の法則を活用して、ホバークラフトが水陸両用であり、高速航行ができる理由を考えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【活用に関わる目標】
・慣性の法則や作用・反作用の法則について学び、ホバークラフトが水陸両用で高速航行ができる理由を説明する中で、科学を学ぶ意義を感じることができる。【生き方、ものの見方考え方に関わる目標】
４　単元について
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　本単元では、物体に力が働かないときには、運動している物体は等速直線運動を続け、静止している物体は静止し続けること、物体に力を加えたとき、力が相互に働くことを学ぶ。これらの学習内容を主体的に学ぶために、大分空港と大分市内をつなぐホバークラフトの動画を提示する。ホバークラフトとの出合いから、生徒はホバークラフトはなぜ水陸両用であり、高速航行ができるのかを疑問に思うだろう。この事象を説明するためには、空気を下に押し出す力の反作用で、ホバークラフトが浮いていることや、浮いていることによってホバークラフトにかかる摩擦力が少なくなっていること。さらに後ろについているプロペラが空気を押し出す力によって、反作用の力が働き前に進むことができることを理解する必要がある。生徒には、ホバークラフトが水陸両用で高速航行ができる理由を説明する中で、科学を学ぶ意義を実感する姿を期待したい。
５　単元構想図
	時
	段階
	学習課題
	教師の支援と手だて

	１
	願
い
疑
問
の
芽
生
え
	○ホバークラフトはなぜ水陸両用であり、高速航行できるのか
	・探究課題に問題意識をもてるように、大分県内を航行しているホバークラフトが海上を航行した後、陸上でも動き続けることができる様子を撮影した動画を視聴する。
・ホバークラフトの運動の仕方に注目できるように、セントレアと津市を結ぶ津エアポートラインという浮力で浮く船が航行する様子を撮影した動画を提示し、浮力で浮く船は陸上で運動できず速さがでにくいが、ホバークラフトは水陸両用であり、80ｋｍ／ｈで航行できるという運動の仕方の違いを取り上げる。
・今後の学びに見通しをもてるように、探究課題「ホバークラフトはなぜ水陸両用であり、高速航行ができるのか」を設定する。

	２
	習
得
	○どうしてホバークラフトは水に浮いていられるのだろうか
	・ホバークラフトは浮力で浮いていないということに気付けるように、ホバークラフトと浮力で浮く船の航行の様子を比較する。また水槽に船とホバークラフトの模型を入れて、横側から観察することで、ホバークラフトの模型が水の中には沈んでおらず、浮いていることを確認する。
・ホバークラフトは空気を吹き出すことで浮いていることを理解できるように、風船とCDを使ったホバークラフトの模型を使って実験を行う。


	３
	習
得
	○ホバークラフトはどのように運動を行っているのだろうか
	・ホバークラフトの速さが変化しにくいことに気付けるように、風船とCDを使ったホバークラフトの模型を使い、運動の仕方を観察する。
・ホバークラフトが浮くことで、運動するときにかかる摩擦力が小さくなっていることに気付けるように、風船の空気が入っている状態と、入っていない状態で実験を行い、動き方の違いを観察する。

	４
	習
得
	〇どうして物体は力をかけた方向とは、反対の向きに動くことができるのだろうか
	・物体に力を加えたとき、力が相互に働くことに気付けるように、台車を２つ用意し、それぞれに人が乗ってお互いに押し合うと、押した方向とは逆向きに台車が動く実験を行う。

	５
公開授業Ⅰ
	活
用

	○ホバークラフトはなぜ水陸両用であり、高速航行できるのか
	・学習課題を想起するために、第１時で視聴した大分県内を航行しているホバークラフトが海上を航行した後、陸上へ上がっても動いている様子を撮影した動画を視聴する。
・生徒の理解度によって学習の仕方を選べるように、難易度別にプリントを用意する。

・仲間同士で学習課題への考えを深め合えるように、ホワイトボードを使って、仲間と自由に意見交流ができるようにする。



６　本時の指導【公開授業Ⅰ】
（1） 本時の目標（５/５）
・慣性の法則や作用・反作用の法則を活用して、ホバークラフトが水陸両用であり、高速航行ができる理由を考えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【活用に関わる目標】
（２）指導過程
	時間
	学習活動
	教師の支援と手だて

	0

	１　大分空港と大分市内をつなぐホバークラフトの動画を再度視聴し、学習課題を確認する。

	・探究課題を想起するために、第１時で視聴した大分空港と大分市内をつなぐホバークラフトの動画を再度視聴する。
・ホバークラフトの運動の仕方に注目できるように、セントレアと津市を結ぶ津エアポートラインという浮力で浮く船が航行する様子を撮影した動画を提示し、浮力で浮く船は陸上で運動できず速さが遅いが、ホバークラフトは水陸両用であり、80ｋｍ／ｈで航行できるという運動の仕方の違いを確認する。


	5
15
35
	２　学習課題についての自分の考えをワークシートにまとめる。
　・津エアポートラインの船は浮力によって水に浮くことができているが、ホバークラフトは、空気を吹き出すことで少し浮いている状態をつくりだしている。ホバークラフトの機体が水に沈んでいないので、陸でも動くことができる。
　・空気の力で浮いているホバークラフトにかかる摩擦力が小さくなることによって、運動している物体は同じ速さと向きで動き続けやすい状態になっている。
・ホバークラフトは空気を後ろに押し出す力の反作用で前に進むことができる。
３　仲間同士で考えを伝え合い、考えを深める。
４　学習課題について、全体で考えを共有する。
	・生徒の理解度によって学習の仕方を選べるように、難易度別にプリントを用意する。

・ホバークラフトと浮力で浮く船の運動の仕方について比較しながら、考えを深めることができるように、それぞれの違いを表にして分かりやすくまとめられるようなプリントを用意する。
・習得してきた知識を確認することができるように、ホバークラフトや通常の船の模型、第２時から第４時に使用した実験器具を使えるように準備をする。
・学習課題に対する考えを深め合えるように、仲間と自由に意見交流できるようにする。
・学習課題についての考えを共有するために、クラスを４グループに分け、大型のホワイトボードで話し合えるようにする。

	45

	５　振り返りを書く。
「ホバークラフトは通常の船と違い、空気を下に吹き出す力の反作用で浮いていることで、水陸両用で動くことができる。さらに摩擦力が小さくなり、一定の速さと向きで動き続けやすくなっているから高速航行ができる。さらに後ろについているプロペラが空気を押し出す力によって、反作用の力が働き前に進むことが分かった。」
	・探究課題に迫ることができるように、通常の船とホバークラフトの運動の仕方の違いに注目しながら振り返りを書くように指示する。


（３）評価

・慣性の法則や作用・反作用の法則を活用して、ホバークラフトがなぜ水陸両用であり、高速航行ができるのかを考えることができたか。　
　　　　　　　（班での関わり合いの様子　ワークシートへの記述、振り返りの内容から判断する。）
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作用の力（空気）　　　　　　　反作用の力
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学習課題　「ホバークラフトはなぜ水陸両用であり、高速航行ができるのか」


」
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